
2019/12/21

1

「グローバル関係学」
への誘い
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松永泰⾏
（東京外国語⼤学）

はじめに
「グローバル関係学」とは何か？
ではなく、
「グローバル関係学」で何を⽬指しているか？
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はじめに
「グローバル関係学」とは何か？
ではなく、
「グローバル関係学」で何を⽬指しているか？

⽂科省は
「新学術領域研究」（研究領域提案型）で何を誘導しているか

Cf. 令和2年度より「学術変⾰領域研究」へ変更

新学術領域
• 「我が国の学問⽔準の向上・強化」（⼈材育成を含む）を達成

する取り組み
• ⾰新的・創造的な学術研究の発展が期待される研究領域
• 多様な研究グループの連携の下、新たな視点や⼿法による共同

研究を推進し、①既存の学問分野の枠に収まらない新興・融合
領域の創⽣、あるいは②当該領域の格段の発展・⾶躍的な展開

Cf. 「学術変⾰領域研究」（次世代の先端研究者の育成を含む）
これまでの学術の体系や⽅向を⼤きく変⾰・転換させることの先導
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新学術領域（学術変⾰領域）としての
「グローバル関係学」では何を変⾰・転換しようとしているか？

「主体」中⼼の〇〇〇から「関係性」中⼼の〇〇〇へ

〇〇〇をどう埋めるか（変⾰のユニット／単位）
どうこれを達成するか（戦略）

新学術領域（学術変⾰領域）としての
「グローバル関係学」では何を変⾰・転換しようとしているか？

「主体」中⼼の〇〇〇から「関係性」中⼼の〇〇〇へ

戦略
（既存の主体中⼼視座を直ちに捨て去るのではなく）
「主体」中⼼視座の問題性を顕在化させる⼀⽅で、「関係性」を
中⼼に据える視座がもつ⽐較優位性を堅実に積み重ねることによ
り、来るべく転換を準備する。
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「主体」中⼼の〇〇〇から「関係性」中⼼の〇〇〇へ
どのユニット/単位で変⾰するか？

• 〇〇〇に相当するのは、
イムレ・ラカトシュ(Imre Lakatos)の「科学的研究プログラム」
（Scientific Research Programme [SRP]）

(CUP, 1978)
(昭和61年/1986年）

Lakatosian “SRP”
• A research programme (not a theory) as the unit of 

scientific appraisal and progress/degeneration

• A research programme is composed of:

1) a “hard core” [a set of unchanging, previlaged commitments];
2) a flexible “protective belt” of auxiliary hypotheses; and
3) an array of elaborate problem-solving mechanisms.
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Progressive vs Degenerative RPs
• In a progressive RP, the hard core is tenaciously protected 

from refutation by a vast “protective belt” of auxiliary 
hypotheses. Even more importantly, a powerful problem-
solving machinery digests anomalies and even turn them 
into positive evidence (Lakatos 1978, 4).

• A degenerative RP, by contrast, will produce only ad hoc
auxiliary hypotheses that give way in the face of new 
evidence, thereby exposing and weakening the theoretical 
core.

(Lynch and Rhodes 2016, 417-418)

SRPの例
Scientific disciplines are best conceptualized as a series of 
SRPs（何々学の中にいくつかの競合するSRPがある）. 

• Lakatos (1978, 4-5): ニュートンの重⼒理論、アインシュタイ
ンの相対性理論、量⼦⼒学(as SRPs); マルクス主義 、フロイ
トの精神分析 (as “pseudoscientific” RPs)
• Elman and Elman (2002): neorealism
• Lynch and Rhodes (2016, 417): the historical-institutionalist 

literature on the welfare state
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「グローバル関係学」
• 変⾰のユニット（どの単位で？）

「グローバル関係学」
＞〇〇学（e.g., 政治学、社会学、経済学、社会⼈類学、

計量分析、歴史的分析、エスノグラフィー）

meta-theory の部分で変⾰ (= 社会科学レベルでの変⾰・転換）
Cf. 「学術変⾰領域研究」これまでの学術の体系や⽅向を⼤きく変⾰・転換させる

「グローバル関係学」
• 戦略
「主体」中⼼視座の問題性を顕在化させる⼀⽅で、「関係性」を
中⼼に据える視座がもつ⽐較優位性を堅実に積み重ねることによ
り、来るべく転換を準備する。

• やらねばならないこと
1. どの「関係性」をどう中⼼に据えるのか、またそうすること
の意義と意味合いは？（コアとプロテクティブ・ベルトの確⽴）
2.「グローバル関係学」の動詞化（+実例提⽰の必要性）
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